
１．点検の概要

〇 調査報告書を踏まえ、令和6年度以降の精神障害等の不支給等事案について、認定基準等に則り、適切な判定が行わ
れているかどうかを点検。

〇 具体的には、令和６年度の精神障害等の不支給事案について、年内に優先的に実施。

不支給等事案にかかる点検作業の進捗状況について

（※1）審査請求事案を除く
（※2）「その他の疾患による障害」とは、慢性疲労症候群、線維筋痛症等

スケジュー
ル

３．点検状況

種類 件数

不支給事案（※1）

（令和6年度）

精神障害 約１０，２００件

その他の疾患による障害（※2） 約８００件

合計 約１１，０００件

〇 障害年金センターの常勤医師等（高度専門職及び認定医）

高度専門職 １名、 認定医 ５名
〇 点検準備、集計業務等

職員 ５名

令和7年９月19日

〇10月から以下の体制を強化

・ 高度専門職 +１名、認定医 ＋３名

・ 職員 ＋３名

点検済件数（R6.7原処分まで） 支給となる件数

令和7年９月19日現在 ２，８９５件 １２４件（約4.3％）（※4）

○ また、今後、年度内にかけて月2,000件程度のペースで点検を進め、その進捗状況は、毎月公表する。

（※4）調査報告書においては、令和７年３月時点で認定医の審査過程で不支給と見込まれた審査中の1,155件について、５月23日時点で確認を終えたものは903件、
そのうち10.4%の94件が支給決定となったとされている（その後、1,155件全ての確認を終え、8.7％の101件が支給決定となった）。この確認は、目安どおり
に不支給となる事案等が含まれていないなど、不支給となる事案全体を対象としたものではないため、上記の数字と単純に比較できない。

○ 同様に、令和７年度の不支給事案についても、認定プロセス見直し前の4月～8月分の点検を実施。
○ さらに、精神障害に係る「支給事案」についても、「目安（※3）」より下位の等級に認定され支給されている事案や

「目安」が２つの等級にまたがり下位等級に認定され支給されている事案（参考：令和6年度約25,000件）について、
その後順次、同様に点検を行う。

○ 現在、令和６年度の精神障害の不支給事案の点検について、令和６年７月原処分まで点検済み。
点検の結果、支給となる事案については、順次、対象となる方へ支給決定文書等を発送。

（※3） ガイドラインにより診断書の記載項目から導き出される障害等級の目安

２．点検体制

（参考）全体の決定件数
・全障害： 約150,000件
・精神障害：約99,000件




